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 皆様こんにちは，華岡青洲記念病院の山口です．今年も熊の出没が

ニュースになっていますね．今年の１月に岩手に行く機会がありま

して，地元の方のお話では不用意に散歩も出来ないとお話していま

した．私も休日はジョギングをするのですが，人通りの少ない道路を

走るのが不安になります．街中でも鈴を鳴らしながら走った方が良

いのでしょうか？  

 さて，今回の報告は本年 5月 30日に開催しました「第５回日本心

臓 CT 技術研究会」です．この研究会は私が代表を務めておりまし

て，2022 年に発足し第１回を 2023 年の 2 月に WEB で開催し，そ

れからは初夏の東京で開催しを続けております．通称は JACTEC（ジ

ャクテック）です．是非覚えて頂けますと嬉しいです． 

  今年の JACTECのプログラムは，この原稿の一番下に掲載してい

ます．JACTEC では，ミドルクラスの CT で心臓を撮影する事を基

本とした教育講演を行なっておりますが，これまで「時間分解能」「心

電図」「前処置」「造影手法」「最適心位相」「画像処理」と一巡しまし

たので，今回からは基礎知識のアドバンスコースという事で，「さら

なる被曝低減と造影剤減量を目指すには」「もっと知りたい不整脈対

策」の２本としました．少しの工夫で患者さんの状態に合わせた撮影

が行える事を共有させて頂きました．その後は，一般演題の発表を頂

きました．本研究会では，各装置メーカーからも心臓撮影に関わる技

術を詳細に説明頂くセッションも設けておりまして，今回は，画像処

理から解析，そしてレポートまでを AIで行なってしまうシステムと，

PCCT による冠動脈プラーク診断の現状についてお話頂きました．

少し先の未来を感じる内容でした． 

 JACTECでは，撮影や解析だけではなく対象となる心臓の様々な

疾患もしっかりと理解しようという事で，今回は「不整脈」を取り上

げました．秋田県立循環器・脳脊髄センターの佐々木さんはかなりの



不整脈マニア（私もそうだと自負しておりますが・・・）でして，不

整脈の電気生理検査の基本から各不整脈およびアブレーションによ

る治療効果をどのように評価するかなど，わかりやすく解説頂きま

した．不整脈といえば３次元画像のカラーマップと思っている方も

多いかと思いますが，基本は各部位における電気の流れを波形で評

価するのが醍醐味です．是非，波形と睨めっこして頂きたいと思いま

す．その後は「他モダリティによる循環器検査」というセッションで，

これも CT 以外の検査がどのように行われていて，どのような評価

がなされているかを知り，CT検査に活かして行こうというコンセプ

トで行なっています．今回は「Physiology up to date 〜冠動脈と微

少循環〜」という内容でお話頂きました．循環器疾患は複数のモダリ

ティによって総合的に診断されますので，このような知識と理解は，

今後の CT検査にも役にたちますよね． 

 今回の技術講演は」モーションコレクション時代の冠動脈 CT」と

題して２名の演者に報告頂きました．最初は，早くからこの技術を提

供している GE ユーザーからのお話でしたが，どの心位相でも完全

に冠動脈が止まる訳ではない事，最適心位相選択の自動化によって

精度が保たれており，これらを応用する事で，心電図非同期の冠動脈

評価も可能になっているとの報告でした．一方でキヤノン CT に関

しては，私から報告させて頂き，CLEAR Motion Cardiacの phase1

から phase2となってどのように改善されたかを，臨床データの解析

結果からお示ししました．このモーションコレクションの技術は，こ

れからの心臓 CT を大きく変えると考えられますので，JACTEC と

しても精度の高い心臓 CT 検査を広めるための重要な技術であると

考えています．最後は，自治医大の真鍋先生に冠動脈 CTの標準化を

中心にご講演頂きました．放射線科医師のレポートに関しては，これ

までの文章による報告から CAD/RAS に準拠したデータベース形式

を目指している事や，CTによる心筋遅延造影に関してもエビデンス

の蓄積によって今後のガイドラインの改訂でも推奨クラスが上がっ

ている可能性があることなどをお話頂きました． 

 しかしながら，JACTEC はこれでは終わりません．恒例の Floor 

Meeting も開催し，日頃の皆様の疑問などについて世話人がお答え



する時間を設けておりまして，昨年以上に盛り上がりました．その場

から出てくる質問にリアルタイムに返答するライブ感は，web では

感じられないオンサイトならではだと思います． 

 このように，心臓 CT について隅々まで学べる研究会は他にはな

いと思います．初夏とは言っても暑い東京でしたが，会の後に開催し

た全国の繋がりを作る情報交換会も熱い時間でした．来年も東京で

開催しますので，皆様のご参加をお待ちしております． 

 

 

 

 


